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高校生アンケートの調査結果 

1. 調査の概要 

１）調査の対象、配布部数 

 内容 

調査対象 市内の高等学校３校の生徒 

配布部数 92 部（回収率 100％） 

 

２）居住地域 
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磯部地区

能生地区

小泊地区

西能生地区

中能生地区

上南地区

木浦地区

浦本地区

下早川地区

上早川地区

大和川地区

西海地区

大野地区

根知地区

小滝地区

今井地区

糸魚川地区

田沢地区

青海地区

歌外波地区

市振地区

無回答

能
生
地
域

糸
魚
川
地
域

青
海
地
域

0 5 10 15 20 25 30 [人]

能生地域

27%

糸魚川地域

58%

青海地域

15%

無回答 0%
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3. 調査結果 

問２お住まいの地域の環境について（選択回答）（市民アンケートとの比較） 

 高校生アンケートと市民アンケートの結果を比較すると、「満足」と「どちらかといえば満

足」を合計した割合について、すべての項目で高校生の方が高くなりました。高校生は「空

気のきれいさ」、「静けさ」、「振動」、「におい」、「緑の豊かさ」、「野鳥や昆虫などの生き物や植

物の豊かさ」、「身近な自然とのふれあい」、「町並み、風景の美しさ」に対して９割以上が満

足しています。 

 

 

88.0%

45.2%

55.4%

29.5%

40.2%

17.2%

64.1%

38.7%

82.6%

41.6%

68.5%

39.3%

51.1%

17.6%

84.8%

46.4%

84.8%

37.2%

79.3%

38.5%

64.1%

23.2%

8.7%

38.9%

32.6%

49.6%

38.0%

47.5%

27.2%

36.0%

14.1%

30.1%

21.7%

39.5%

34.8%

49.6%

12.0%

42.9%

13.0%

47.5%

18.5%

49.0%

26.1%

49.8%

1.1%

9.2%

9.8%

11.9%

17.4%

21.5%

5.4%

14.4%

2.2%

15.5%

7.6%

11.5%

10.9%

22.8%

2.2%

5.2%

2.2%

7.1%

1.1%

5.6%

1.1%

17.6%

2.2%

1.3%

2.2%

2.1%

4.3%

3.3%

3.3%

5.4%

1.1%

5.9%

2.2%

2.9%

3.3%

4.6%

1.1%

0.4%

0.0%

1.5%

1.1%

0.8%

8.7%

1.9%

0.0%

5.4%

0.0%

6.9%

0.0%

10.5%

0.0%

5.4%

0.0%

6.9%

0.0%

6.7%

0.0%

5.4%

0.0%

5.0%

0.0%

6.7%

0.0%

6.1%

0.0%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答

空気のきれいさ

川や池のきれいさ

海や海岸のきれいさ

静けさ

振動

におい

地域のきれいさ

緑の豊かさ

町並み、風景の美しさ

身近な自然とのふれあい

野鳥や昆虫などの生き物

や植物の豊かさ
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問３ 大切にし残していきたい糸魚川の自然や風景、文化財や歴史的資源（自由記入） 

 「塩の道」が最も多く、次いで「海」、「弁天岩」、「木、森林、山等」等になりました。 

 

 

  

項目 回答数 項目 回答数

塩の道 18 神道山 3

海 7 姫川 3

弁天岩　 6 ジオパーク 2

木、森林、山等 6 スキー場 2

田海ヶ池 5 地層 2

ヒスイ、ヒスイ峡 5 月不見の池 2

川 4 八十八ヶ所 2

焼山 3 不動滝 2

白山神社 3

75合計
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問４ 環境問題に対する関心度について（選択回答） 

 高校生アンケートと市民アンケートの結果を比較すると、「とても関心がある」と「関心が

ある」を合計した割合について、すべての項目で高校生の方が低くなりました。特に、大気

や水質の汚染、ごみの問題、資源の再利用・リサイクル、地球温暖化に関する項目で高校生

の関心が低くなっています。 

 

18.5%

22.8%

12.0%

26.6%

5.4%

21.1%

19.6%

29.9%

20.7%

34.1%

22.8%

42.1%

10.9%

20.7%

16.3%

18.0%

16.3%

15.1%

21.7%

18.2%

20.7%

27.6%

25.0%

35.6%

17.4%

22.4%

20.7%

33.1%

19.6%

29.7%

19.6%

24.3%

25.0%

41.2%

29.3%

28.9%

21.7%

24.9%

20.7%

24.3%

14.1%

26.6%

26.1%

25.1%

28.3%

24.3%

28.3%

23.0%

27.2%

22.4%

34.8%

54.2%

32.6%

51.3%

19.6%

41.0%

41.3%

55.0%

41.3%

51.9%

30.4%

43.7%

31.5%

49.4%

37.0%

50.8%

35.9%

43.5%

30.4%

45.6%

33.7%

58.2%

34.8%

51.5%

26.1%

48.1%

38.0%

52.5%

29.3%

47.7%

29.3%

46.9%

31.5%

43.9%

37.0%

51.5%

30.4%

52.1%

30.4%

50.2%

25.0%

43.9%

35.9%

54.0%

38.0%

55.4%

40.2%

49.8%

34.8%

48.7%

23.9%

15.9%

28.3%

15.7%

38.0%

27.8%

19.6%

9.0%

20.7%

8.6%

23.9%

9.0%

32.6%

21.8%

22.8%

23.8%

21.7%

31.4%

23.9%

26.2%

23.9%

8.2%

23.9%

7.1%

33.7%

21.3%

20.7%

9.6%

30.4%

16.1%

32.6%

23.4%

21.7%

10.3%

14.1%

12.6%

26.1%

15.7%

26.1%

18.2%

38.0%

18.8%

22.8%

12.8%

16.3%

11.3%

15.2%

17.6%

19.6%

18.0%

21.7%

2.5%

26.1%

2.5%

35.9%

6.1%

18.5%

2.1%

16.3%

1.7%

21.7%

1.5%

23.9%

3.6%

22.8%

4.0%

25.0%

5.9%

22.8%

5.6%

20.7%

2.1%

15.2%

2.3%

21.7%

4.8%

19.6%

1.7%

19.6%

2.7%

17.4%

2.5%

20.7%

2.1%

18.5%

3.3%

20.7%

2.9%

21.7%

2.5%

22.…

3.3%

15.2%

1.3%

17.4%

2.1%

16.3%

2.9%

18.5%

3.1%

1.1%

4.6%

1.1%

4.0%

1.1%

4.0%

1.1%

4.0%

1.1%

3.8%

1.1%

3.8%

1.1%

4.6%

1.1%

3.3%

1.1%

4.2%

1.1%

4.4%

1.1%

4.0%

1.1%

3.6%

1.1%

3.3%

1.1%

3.1%

1.1%

3.8%

1.1%

2.9%

1.1%

2.5%

1.1%

3.8%

1.1%

4.4%

1.1%

4.8%

0.0%

7.3%

0.0%

6.9%

0.0%

6.9%

0.0%

6.7%

0.0%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

とても関心がある 関心がある あまり関心がない 関心がない 無回答

野生動物による果樹や農作物、地域や
日常生活の被害・人への危害

大気の汚染

光化学スモッグ・PM2.5などの大気汚
染物質の発生

アスベスト問題

水質の汚濁

水辺や海岸の汚れ

飲料用水源の汚濁

地盤の沈下

騒音や振動（自動車や鉄道、工場な
どによる)

騒音（近隣住居などによる）

悪臭(工場や飲食店などによる)

ごみの増加

二酸化炭素（CO₂）による地球温暖化
問題

野鳥や昆虫など身近な生き物や植物の
減少

山林や里山の荒廃

資源の再利用・リサイクル

ごみの野焼き

ごみの不法投棄

文化財や歴史的資源の保存、活用

まちの緑の充実

川や池など身近に触れ合える水辺の整
備

有害化学物質であるダイオキシン
などの環境ホルモンによる汚染

限りある資源や化石燃料などの使
用量の増加

オゾン層の破壊や酸性雨などの地
球環境問題

町並み、風景に配慮したまちづくり
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問５ 将来までには解決したい糸魚川市の環境問題について（自由記入） 

 「ポイ捨て・不法投棄」が突出して多く、次いで「少子高齢化・人口減少」や「交通機関

の整備、山道の整備」となりました。 

 

 

  

内容 回答数

ポイ捨て・不法投棄 39

少子高齢化、人口減少 7

交通機関の整備、山道の整備 4

海の濁り、川の水質汚濁 2
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問６ 環境にやさしい取り組みの実施度について（選択回答） 

 高校生アンケートと市民アンケートの結果を比較すると、「している」「ときどきしてい

る」を合計した割合は、「買い物には、マイバックを持参している」や「美化・清掃活動に

参加している」といった資源循環に係る項目は市民アンケートの方が高く、「観察会や講演

会など、環境を学んだり、体験する機会に積極的に参加している。」等の自然とのふれあい

に係る項目は高校生の方が高くなりました。 

 

  

38.0%

56.1%

48.9%

60.9%

30.4%

30.8%

58.7%

52.3%

70.7%

82.8%

21.7%

18.6%

29.3%

41.0%

55.4%

57.9%

9.8%

8.2%
8.7%

3.6%

10.9%

6.1%

15.2%

22.8%

37.0%

61.1%

23.9%

56.7%
15.2%

4.8%

17.8%

55.9%

33.7%

13.2%

69.6%

70.7%

37.0%

30.5%

31.5%

22.4%

31.5%

31.8%

32.6%

32.0%

21.7%

11.5%

30.4%

23.8%

25.0%

28.7%

26.1%

28.0%

26.1%

16.1%

20.7%

12.1%

23.9%

37.2%

30.4%

35.6%

42.4%

27.8%

38.0%

25.7%
0.0%

0.4%

18.9%

17.6%

31.5%

34.9%

16.3%

12.1%

20.7%

7.9%

15.2%

11.7%

33.7%

27.4%

7.6%

11.1%
5.4%

1.9%

40.2%

37.9%

38.0%

20.5%

13.0%

8.6%

50.0%

36.2%

45.7%

46.9%

48.9%

36.0%

42.4%

24.3%

17.4%

7.1%

33.7%

10.9%

62.0%

35.4%

53.3%

8.8%

29.3%

22.8%
12.0%

5.0%

4.3%

1.7%

4.3%

1.3%

2.2%

5.0%

1.1%

0.6%

2.2%

0.4%

7.6%

14.4%

7.6%

6.1%
5.4%

1.3%

14.1%

34.5%

25.0%

31.8%

16.3%

15.7%

12.0%

11.7%

3.3%
1.0%

4.3%

2.3%

22.8%

52.7%

10.0%

6.7%

5.4%

21.1%
2.2%

3.3%

0.0%

3.8%

0.0%

3.8%

2.2%

5.0%

0.0%

4.0%

0.0%

3.3%

0.0%

5.2%

0.0%

3.8%

0.0%

4.2%

0.0%

5.0%

0.0%

5.6%

0.0%

5.0%

0.0%

5.6%

0.0%

2.9%

0.0%

4.4%

0.0%

6.7%

0.0%

11.1%

0.0%

7.9%

0.0%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

高校生

大人

している ときどきしている 今後行いたい 今後もできない 無回答

風呂の残り湯を利用したり、水を出しっ
ぱなしにしないなど、節水に努めている。

食器に残った油や食べかすは、直接流さ
ないよう努めている。

合成洗剤の使用を少なくしている。

不用なものはできるだけ購入しないよう
に努めている。

買い物には、マイバックを持参している。

詰め替えのできる商品や簡易包装品を購
入するように努めている。

家電製品購入の際は省エネ性能を考慮して
いる。

冷暖房の適温設定や不要な電気はこまめ
に消すなど、節電に努めている。

環境問題や環境保全について、家族や友
人と話し合っている。

観察会や講演会など、環境を学んだり、
体験する機会に積極的に参加している。

緑化・植林活動や里山の整備などに参加
している。

美化・清掃活動などに参加している。

海や山へ出かけた際には、水を汚さず、
ごみは持ち帰るように心がけている。

海水浴や釣り、自然の中でレクリエーショ
ンなど、糸魚川の自然と触れ合い親しんで
いる。

運転時は不要なアイドリングや急発進は
しないように努めている。

太陽光発電設備の設置など、自然エネル
ギーを導入している。

不要になった物はリサイクルショップや
インターネットを利用してフリーマー
ケットなどにまわしている。

資源になるものはきちんと分別している。
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問７ 環境にやさしい取り組みについて「今後も出来ない」と回答した理由（複数回答） 

 問６で 1 つでも「今後も出来ない」と回答した人の中で、出来ない理由として「取り組む機会

がない」が 14 人と最も多く、次いで「取り組む時間がない」が 12 人、「経済的負担がかかる」

が 11 人となりました。 

 

問８ 望ましい環境の優先度（順位付け選択回答） 

 望ましい環境の優先度は、市民アンケートと高校生アンケートのいずれも「水や空気がき

れいで、騒音や振動など公害がない、安心して暮らせるまち」と回答した人が最も多く、1

番にした割合も高くなりました。一方で、「自然エネルギーの導入など省エネルギーを推進す

る地球環境にやさしいまち」と回答した人が両アンケートともに最も少なくなりました。 
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44

69

21

31

29

13

1

40

41

92

74

22

39

46

19

1

43

42

45

51

31

45

42

64

1
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水や空気がきれいで、騒音や振動など公害がない、安心

して暮らせるまち

ごみの減量やリサイクルの推進など、ごみ問題への対応

が進んだまち

ごみの不法投棄やポイ捨てがなく、きれいで住みやすい

まち

きれいな海、田園や山々の緑に恵まれ、多様な動植物が

育まれる自然豊かなまち

自然エネルギーの導入など省エネルギーを推進する地球

環境にやさしいまち

市民一人ひとりが環境問題に関心を持ち、行動できる環

境意識の成熟したまち

市民・事業者・行政が環境問題を共有し、協力して環境

保全に取り組むまち

文化財や歴史的資源を大切にするまち

その他

1番 2番 3番

[人]

238

100

181

194

74

115

117

96

3

43

6

11

17

0

3

5

5

0

19

12

18

18

3

8

5

6

0

5

8

21

18

5

9

9

14

0

0 20 40 60 80

水や空気がきれいで、騒音や振動など公害がない、安心

して暮らせるまち

ごみの減量やリサイクルの推進など、ごみ問題への対応

が進んだまち

ごみの不法投棄やポイ捨てがなく、きれいで住みやすい

まち

きれいな海、田園や山々の緑に恵まれ、多様な動植物が

育まれる自然豊かなまち

自然エネルギーの導入など省エネルギーを推進する地球

環境にやさしいまち

市民一人ひとりが環境問題に関心を持ち、行動できる環

境意識の成熟したまち

市民・事業者・行政が環境問題を共有し、協力して環境

保全に取り組むまち

文化財や歴史的資源を大切にするまち

その他

1番 2番 3番

[人]

67

26

50

53

8

20

19

25

3

市民アンケート 高校生アンケート 

2

6

6

14

12

11

4

3

0

0 5 10 15

大切だと思わない

行うことが面倒だ

どのように取り組めばよいかわからない

取り組む機会がない

取り組む時間がない

経済的な負担がかかる

一緒に協力して活動できる仲間がいない

自分ひとりで取り組んでも意味がない

その他

[人]
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問９ 望ましい環境像の実現に必要なもの（複数回答） 

 望ましい環境像の実現に必要なものは、「不法投棄・ポイ捨ての対策」が 61 人と最も多く、次

いで「清掃活動・ごみ拾いの実施」となりました。 

 
 

問１０ 環境保全について行政に望むこと（自由記入） 

 環境保全について行政に対して、ポイ捨てや不法投棄への対策や環境保全活動の推進等が望ま

れています。 

 

36

61

30

47

40

34

24

22

36

32

30

19

4

0 20 40 60 80

交通騒音の対策

不法投棄・ポイ捨ての対策

分別の徹底

清掃活動・ごみ拾いの実施

山林の保護・整備・植林

海岸の浸食防止・海岸線の整備

田畑(未利用を含む)の管理・活用

新エネルギーの導入

公園・緑地の整備

子供への教育・イベントの開催

糸魚川市の自然を市内外にアピールする

ボランティア団体・地域組織の育成・活動支援

その他

[人]

内容

きれいな町だが、よく見るとゴミがある。人の心を変えれば、町も

キレイになる。改善求む。

不法投棄されたゴミを回収する作業を市民で行えるような活動を計

画してみてほしい。

ポイ捨てへの対策など

自然を整備するボランティア活動をもっと行って、市の人に参加し

てもらうように呼びかけたほうが良いと思う。日本でも有数の世界

ジオパークを大切にしてほしい。

地域の人々とともに環境保全活動に努める。

もっと空気を大切にしてほしい


